
に
つ
こ
て
ー
創
州立
年
代
､
叡
山碑
､
本
地
麟
等
に
騙
し
て

御
承
知
の
方
が
あ
れ
ば
御
叱
正
や
御
教
示
に
預
J･Chた
い

ど恩
ふ
O

も
し
そ
れ
が
納
川凍
る
な
ら
ば
､
仙軍
事
望
外
の

拳で
あ
る

｡
(大
正
十
手
山ハエ
.Li)

温

泉

と

沸

教

本
邦
各
地
の
有
名
な
温
泉
場
に
は
大
抵
尊
が
あ
っ
て

其
大
多
数
は
'
畢
言
宗
に
属
し
.
本
食
は
薬
師
由
雄
が

多
-
'
傭
説
に
因
る
挽
泉
の
開
租
は
､
行
基
か
弘
法
の

桟
望
肉
付
が
多
い
､
元
就
沸
教
は
熱
帯
の
印
度
に
起
っ

た
宗
教
で
､
印
度
人
は
昔
か
ら
河
水
に
浴
し
て
身
心
を

緒
む
る
暫
椴
が
あ
っ
て
､
彼
の
ガ
ン
ガ
河
tl憧
河
)
の
如

き
は
碑
連
な
巌

だし
て
､
現
今
で
も

山
E
に
幾
度
か
河

水
に
搭
し
て
身

を締
め
る
ど
い
ふ

二

だ
は
S
印
段
傭
致

従
の
熱
心
に
賓
布
し
て
居
る
修
行
の

叫
っ
で
あ
る
P
普

滞
迦
･3P
其
修
行
の
最
中
に
鬼
蓮
滞
河
に
浴
し
て
身
を

摘

め
p
心
機

一.
略
し
て
更
に
聾
提
樹
下
の
修
行
に
か
～
ら

れ
た
ぎ
僻
へ
て
周
る
.
斯
-
印
度
に
は
潜
か
ら
入
洛
の

池

魚

yJ
沸

教

石

川

成

幸

習
慣
が
旺
盛
で
あ
rzl
t_
又
熱
帯
地
方
に
於
牲
る
炎
熱
の

開
係
か
ら
い
ふ
て
も
'
永
浴
だ
い
ふ
事
は
生
活
上
必
要

な
こ
と
に
赦
逮
な
い
､
故
に
機
種
に
は
身
心
洗
激
の
こ

だ
が
温
々
に
散
か
れ
で
あ
る
P
日
本
に
於
で
も
紳
代
か

ら
｢
",
ソ
ギ
｣
だ
い
ふ
革
が
あ
っ
て
碑
に
翠
聴
す
る
に
は

発
つ
以
て
泳
弥
し
て
身
心
を
清
む
る
ど
い
ふ
習
慣
が
あ

っ
た
｡
此
習
慣
が
印
皮
以
殊
の
棟
数
に
於
け
る
修
好
の

方
式
ビ
調
和
し
食
燈
し
て
､
愈

確
乎
不
抜
の
も
の
ど

な
っ
た
も
の
で
､
今
で
も
輔
や
俳
に
奉
仕
す
る
に
は
必

ず
静
戒
捧
浴
し
て
身
心
を
浄
む
る
革
に
慮
っ
て
屠
る
p

暴
言
宗
に
は
港
間
だ
い
ふ
て
'
淡
水
を
愛
着
の
損
に
湛

ぐ
法
式
が
あ
っ
て
'
耶
蘇
数
の
洗
感
に
似
て
居
る
､
基

白

瓜

二〇
五



地

球

穐
華
厳
宗
で
も
天
台
宗
で
も
躍
宗
で
も
沫
弥
ビ
い
ふ
事

は
重
安
な
る
事
に
濁
っ
て
居
て
.
東
大
寺
で
-
大
徳
寺

で
も
両
躍
寺
で
も
和
国
寺
で
も
何
れ
も
立
派
な
溶
室
が

昔
か
ら
建
て
ら
れ
で
あ
る
､
尊
の
設
備
の
完
全
な
の
を

七
堂
伽
藍
さ
い
ふ
が
其
中
に
絡
宴
は
敏
-

べ
か
ら
ざ
る

1
堂
ヒ
あ
る
p
こ
の
七
堂
伽
藍
の
設
備
は
印
度

か
ら
支

那
.
支
那
か
ら
朝
鮮
.
朝
鮮
か
ら
日
本
ビ
樽
は
つ
た
も

の
で
'
支
那
に
於
て
も
棚
数
で
は
沫
浴
を
重
要
戒
し
た

も
の
で
あ
る
p
か
-
俳
数
で
は
汰
瀞
を
重
ん
す
る
か
ら

日
本
に
於
で
温
泉
の
L多
数
が
皆
高
倍
の
静
見
ビ
し
て
相

へ
ら
紅
で
居
る
に
何
の
不
忠
続
も
な
い
､
温
泉
に
薬
師

如
来
を
本
尊
ビ
す
る
寺
の
多

い
の
は
露
点
が
よ
-
難
病

を
治
す

る
て
い
ふ
関
係
か
ら
で
あ
る
の
は
勿
論
で
､
温

布
に
不
動
尊
や
観
世
晋
が
多
-
衆
-
で
あ
る
の
は
､
観

音
の
三
十
三
概
の
中
に
'
龍
頭
~
瀧
札
､
水
月
.
深
水

の
如
き
安
が
あ
-
､
不
動
尊
は
大
森
怨
の
邪
を
水
火
の

中
に
現
じ
て
p
能
-

山
切
の
煩
情
を
断
慈
し
も
患
魔
外

チ
㌢

鑑
を
降
伏
す
る
威
徳
に
因

ん
だ
も
の
で
あ
る
｡

第
二
笹

節

一
班

二
〇
六

三
0
犬

無
塵
薄
紅
中
枢
架
曹
土
の
鹿

腿
を

不
す
魔
に
左
の
如

き
貿
池

己菩
薩
の
沈
潜
が
読
て
あ
る
｡

ノ

内
外
先
着
｡
有
二瀦
洛
池
7
歳
十
由
旬
｡
或
二
十

三
十

十
_∫

乃
至
百
千
由
旬
､
縦
横
深
浅
各
層

1
等
､
八
功
徳
水
'

セリ

捕
食
盈
滞

､

清
輝

替

潔
'
味
如
二甘
露
i
ql
略
)
彼
諸
菩

へハ

ト

′
='h
テ

薩
.
及
葦
聞
衆
.
華

人
.痩
地
7

意
欲

i
命

二
水

絃

γ
足

､

チ

セ
ハ
ント

ニ

水
師
投
レ
足
､
欲
_′令
レ
至
腰
､
郎
至
干

膝
7
欲
レ
命
t

萱

二

〆
腰
'
水
即
至
レ
腰
､
欲
レ
命

i
萱
預
'
水
師
軍
費

.
欲

〟

ン1､

セ

チ

令

し
港
y

身
.
自

然
湛
レ
身

:
欲

レ命
二

還
復

7

水

輔

還

復
､

ヰ

チ
ハ･.)
チ

ス

ヲ

調
和
冷

虚
'
自
然
随
意

､
問

い
榊

悦

レ
健

'
渉
,,除

心
垢

…

是
宛
然
温
泉
の
功
機
番
き
で
あ

る
J

さ
れ
ば
抹
渚
に
よ
-
て
心
身
の
苦
情
を
脱
却
し
､
垢

汚
を
蕩
除
す

る
事
は
'
元
凍
俳
敦
の
重
安
L
す
る
魔
で

あ
っ
た
､
温
泉
渚
の
如
き
も
係
数
に
よ
-
て
奨
励
せ
ら

れ
LJ事
が
決
し
て
妙
-
な
い
ビ
侶
す
る
か
ら
'
本
誌
の

徐
白
を
借
-
て
脚
か
敢
鑑
引
勘
を
試
み
た
の
で
あ
る
｡

(完
)


